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r成 几{x
は じ め に
昭和64年1月改元が行われ,平 成 という新 しい時代に突入 した。その元
年にあたって,特 別研究 として 「文化財の伝統的保存修復材料に関す る研
究」を発足させ,従 来の2件 と併せて3件 の特別研究を進めた。
国際交流事藁としては,例 年通 り,外国人研究者8名 を招 き第13回国際
シンポジウムを 「金属文化財の保存 と修復に関する今日の問題」 とい うテ
ーマのもとに実施 し多大の成果 を収めたほか,引続 き敦煤研究院との間
に 「敦煙文化財保存修復に関する研究協力」の一環 として相互交流を行い,
共同研究の実を高めるにいたった。なお,本 年度から新たに 「アメリカ ・
スミソニアン研究機構 との国際研究交流」の予算が認められたので,研 究
交流委員会を発足させ るとともに,科 学研究費(海 外学術調査)に よって
双方の研究者の交流 をはか り共同研究を開始した。
また,国 際交流事業に関連 して,当 研究所をアジア文化財保存修復協力
セ ンター(仮称)と して位置づけるための調査費が認め られたので,調 査
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4.修 復 技 術 部
(1)概 要
(2)各 論















































3.黒 田 記 念 室
覧 室
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同 年10月 東京市上野公園内に鉄筋コンクリー ト造,半 地階2階 建,延 面積
1,192m2の建物1棟 を起工した(本館)。
同3年9月 前記の建物が竣工 したので,美 術研究所開設のため必要な備品 ・図









同7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌として,定 期刊行物 「美術研究」
を創刊 した。






同10年1月28日鉄筋コンクリー ト造,2階 建,延 面積129㎡の書庫が竣工 した。





























同 年8月29日 文化財保護委員会事務局設置にともない,保 存科学研究室は国立
博物館保存修理課から文化財保護委員会事務局保存部建造物課に所属換えとな
った。
同26年1月31日美術研究所組織規程が定められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・
庶務室が置かれた。
同27年4月1日 文化財保護法の一部が改正,東京文化財研究所組織規程が定められ,




















鉄筋コンクリート造2階 建延面積663㎡の建物1棟 が竣工 した。
同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一・部が改正され,新 たに保存科学
部に修理技術研究室が置かれた。







同 年3月25日 芸能部は,別館3階 に移転 した。
同 年5月8日 保存科学部は別館の地階一2階 に実験用機械類の移転据付を完 ∫し
た。
同 年6月29日 保存科学部庁舎の1階 の模様替 ―二事に着手し,同年10月15日工事が
完了 した。
































































































(昭 和62.4.1～ 現 在)









































所 属 職 名 氏 名
所 長 所 長 濱 田 隆 (美術史)
庶 務 課 課 長 最 所 親 志
庶 務 係 係 長 江 原 勉
庶 務1三 任 大 堀 岳 満
事 務 補 佐 員 中 村 節('
〃 伊 藤 百 合 一∫・
〃 白 井 久美子
技 能 補 佐 員 浅 井 美由起
調 査 員(非) 松 原 美智子
会 計 係 係 長 長谷川 憲 康
係 員 相 澤 かず子
〃 鈴 木 秀 樹
事 務 補 佐 員 志 村 浩 美
〃 宮 崎 章 子
技 能 補 佐 員 遠 田 由太郎
労 務 補 佐 員 菊 地 廣 吉
美 術 部 部 長 関 口 正 之 (日本仏教絵画史)
第一 研 究 室 室 長 三 宅 久 雄 (日本彫刻史)
主 任 研 究 官 鈴 木 廣 之 (日本近世絵画史)
研 究 員 井 上 一 稔 (日本彫刻史)
第二研究室 室 長 三 輪 英 夫 (日本近世 ・近代絵画史)
研 究 員 佐 藤 道 信 (日本近代絵画史)
〃 山 梨 絵美子 (日本近代絵画史)
芸 能 部 部 長 佐 藤 道 子 (寺院芸能)
演劇研究室 室 長 羽 田 飛 (日本中世演劇)
主 任 研 究 官 鎌 倉 恵 子 (日本近世演劇)
調査研究員(非) 広 瀬 美 都 (日本東洋音楽史)
音楽舞踊研究室 室 長 蒲 生 郷 昭 (日本音楽史)
調査研究員(非) 丸 茂 美恵子 (舞踊学)
民俗芸能研究室 室 長 中 村 茂 子 (民俗芸能)
調査研究員(非) 三 村 昌 義 (芸能史)
7
機構 ・職員 ・予算
所 属 職 名 氏 名
保 存 科 学 部 部 長 馬 淵 久 夫 (同位体化学)
化学研究室 室 長 平 尾 良 光 (無機化学)
主 任 研 究 官 門 倉 武 夫 (分析化学)
物理研究室 室 長 三 浦 定 俊 (計測工学)
主 任 研 究 官 石 川 陸 郎 (物理光学)
研 究 員 佐 野 千 絵 (光化学)
生物研究室 室 畏 新 井 英 夫 (微生物学)
調査研究員(非)山 野 勝 次 (応用昆虫学)
修 復 技 術 部 部 長 伊 原 恵 司 (廼築史)
第一修復技術 室 長 中 里 壽 克 (日本 二1二芸史)
研究室
セ任 研 究 官 西 浦 忠 岬 (材質改良学)
第二修復技術 室 長 増 田 勝 彦 (日本i二芸史)
研兜室
研 究 員 川野邊 渉 (高分一臼1学)
第三修復披術 室 長 青 木 繁 夫 (考占学)
研究蜜
情 報 資 料 部 部 長 鶴 田 武 良 (中岡絃画史)
文献資料研究室 室 長 米 倉 辿 夫 (日本 中tt+:絵画 史)
研 究 員 島 尾 新 (E1中世絵画史)
写真資料研究室 室長事 務取扱 鶴 田 武 良
研 究 員 井 手 誠之輔 (東洋絵画史)
〃 畏 岡 随 作 (日本彫刻史)
専 門 職 員 橋 本 弘 次 (共術写真)
〃 市 川 和 正 (〃)





所 属 官 職 名 氏 名 在 職 期 間 備 考
庶 務 課
修復技術部
技 能 補 佐 員
部 長
浅 井 美由起










氏 名 退 職 時 官 職 名 在 職 期 間 名誉研究員発令年月日
白 畑 よ し 5.6.30--27.8.153.10.18
福 山 敏 男 美 術 部 畏 23.5.11--34.4.15 〃
高 田 修 〃 27.12.1--44.3.31 〃
岩 崎 友f:it 修 復 技 術 部 長 27.4.1--49.5.31 〃
登 石 健 三 保 存 科 学 部 長 27.10.1^50.4.1 〃
岡 畏三郎 美 術 部 畏 20。5.15～51.4.1 〃
中 村 傅三郎 美術部第二研究室畏 22.10.1--53.4.1 〃
関 野 克 所 長 40.4.ト53.4.1 〃
秋 山 光 和 美 術 部 第 一研 究 室 畏 21.10,ト42.2.1 54.10.18
久 野 健 情 報 資 料 部 畏 20.5.31～57.4.1 57.10.18
川 上 渥 X術 部 畏 21.'L.28-57.4.1 〃
関 千 代 藁術 部第二研究室畏 18.12.lei--58.4.158.10.18
横 道 萬里雄 芸 能 部 長 L8.3.16-一一ail,4.1 59.10.18
上 野 ア キ 情綴資料部文献資料研究室畏 17.11.3～59,4.1 〃
江 上 綴 情報資料部主任研究官 38.5.18～59.3,31 〃
田 村 悦(' 美 術 部 主 任 研 究 官 22.6.16'一一6U.3.31 60.10.18
猪 川 和 子 情轍資料部文献資料研究室長 22.6.27--60.3.31 〃
伊 藤 延 男 所 長 53.4.ト62.3.31 62.10.18
柳 沢 孝 築 術 部 長 27.4.ト62.3.31 〃
江 本 義 埋 保 イf:科 学 部 長 27.4.1--62.3.31 〃
宮 次 男 情 綴 資 料 部 畏 30.9.1-62.3.31 〃
三 隅 治 雄 芸 能 部 長 27.10.1--63.3.3163.10.18
樋 口 清 治 脩 復 技 術 部 畏 37.11.ト63.3.31 〃
田 實 榮 子 美術 部 主任 研 究 官 23.3.31-1.3.31 1.10.18















種 別 疎 題 名 研究代表者 交 付 額
総合 研 究(A)築術史研究における基礎資料の共有化 とデータベースの活用 米 倉 迫 夫
{円
4,700
一般 研 究 ㈲ 日本における絵画 ・彫刻 ・工芸各分野の
モチーフの交流に関する調査研究 関 口 正 之 3,100
一 般 研 究(B)環境制御埠による微生物被害防除法の
開発 新 井 英 夫 900
〃 石質遺跡の新しい保存技術の開発に関す
る研究 西 浦 忠 輝 3,300
奨励 研 究(A)葡池容斎の系譜の研究:日 本X術 院の歴史画と大和紙 佐 藤 道 信 900
〃 八 ・九世紀木彫像の再検肘一中国様式の
受容と伝播という視点から一 長 岡 龍 作 800
試験 研 究(1)埋蔵文化財の出上品の科学的保存に関する研究 新 井 英 夫 1,0DU
〃 占建築の保存を目的とした石材の凍結劣
化防IL法の規準化 西 浦 忠 輝 2,100
〃
プラズマ法による出土金属遺物の保存修
復研究 青 木 繁 夫 3,700
国際学術研究 中国砂漢地帯における文化財保存のための自然環境に関するStUfl研究 伊 原 恵 司 2,000
〃
東アジア地域の占文化財(青 鋼器および







皿.調 査 研 究
部 名 課 題 名 研究代表者 期 間






関 口 正 之
鈴 木 廣 之











佐 藤 道 子
〃
蒲 生 郷 昭















石 川 陸 郎






















鶴 田 武 良
島 尾 新














る。美術部は二室より構成 され,第 一研究室は占美術を担当し,第二研究室は近代 ・
現代美術を担当している。
研究醐査は各時代にわたり絵画 ・彫刻 ・工芸の各部門について,作 品と文献資料と
の両面から実証的に進められており,共に基礎 となる研究資料の作成と整理とに努め
ているほか,現 代美術の動向に関する調査と資料収集をも平行 して行っている。また,







参加 している。なお,研 究員それぞれの研究課題 と内容は(2)研究調査活動の項に示
すとおりである。
研究調査の結果は,第一研究室全員が編集担当する機関誌 『美術研究』(昭和7年
創刊)や その他の学会誌に発表 し,また,第二研究室を中心とする 『日本美術年鑑』






コ調 査 研 究
第一研 究室
日本及び東洋諸地域の古美術について,各 研究員が専門とする領域 と時代を中心




























(3)④視覚情報の伝播経路とその発展の地域的差異 ・⑤ 芸術家の社会的地位 ・◎
15-16世紀における絵画マーケット
























第2年 度は,初 年度 に引き続 き第3-5回 内国勧業陣覧会,パ リ万国博覧会
(1889,1900年),シカゴ ・コロンブス世界博覧会等の出品目録及び関係資料の所在
確認 と調査,並 びに文献資料の収集 と整理を行い,併せて,上記博覧会等の出品作品
一17一
1
調 査 研 究
のいくつかについて調査を行った。
4.科学研究費 「日本における絵画 ・彫刻 ・工芸各分野のモチーフの交流に関する
調査研究」(一 般研究(A)研究代表者 関口正之)(平 成元年度…3か 年計
画の第2年次)




刻 ・工芸各分野における共通のモチーフを取 り上げて相 圧に比較検討を加え,その史
的展開を明らかにすることを目的とする。特に,占代 ・中世研究班は,絵画 ・彫刻と
染織 ・蒔絵 ・金工の工芸分野の作品にみられるモチーフ ・文様の比較研究を行い,近






























があ り,その研究に必要な資料の収集 ・整備,及 び記録の作成のための撮影 ・録音 ・























平成元年度は,個 人研究として 「民俗芸能における採 り物の研究」 「上方落謡の研








本年度はその第2年 度であるが,昨 年度に引き続いて"延 年"の実態把握 を1:{lld.と
しながら,下記の調査 ・研究 を行った、,
(1)伝存事例の中で占態を伝えていると思われるものの実地調査:中 尊寺 「故実
舞」 ・毛越寺 「鯨殿落成記念延年会」 ・日光輪王寺 「延年」 ・成仏寺 「修正鬼会」
の録膏,VTR録 画,写 真撮影埠。
(2)修験系の伝承事例と伝えられるものの実地調査:雷 電神杜 「高寺八講」 ・新山
神社 「新山延年」 ・大物忌神祉 「蕨岡延年」の録音 ・写真撮影等











また,本課題に関 しては,基礎的な調査研究のための予算(旅 費等)も 必要であるた
め,次年度の科学研究費を申請 し,本課題に基づ く実質的研究を1年遅 らせることに
なった。全体としての活動は平成2年 度から取り組む予定である。
ただし,能楽の技法面に関 しては,下 記4に おいてこれまで続けてきた能の唯子事
についての研究成果を,近 く刊行物の形で公表する。また,夏期学術講座で発表 した
「能楽一新 しい潮流一」は,本 謀題に関する成果の一つである。
3.寺 院行事の研究(8年 計画の第5年 次)
寺院行事が内包する多種多様な要素の中から芸能的要素を抽出し,各宗派にわたる調査
研究を行い,その変遷 ・分化をあとづけようとする。本年度は悔過法要の詞章を本尊別に




能楽における演劇的 ・音楽的 ・舞踊的な各種技法を客観的 ・体系的に解明すること
を目的とするが,本 年度は,特 に嘩子事(出 入事 ・動事)に ついて各流派のデータを
整理 ・分析し,研究成果を公表する。(羽 田 ・蒲生)
5.絵 画資料による近世演劇の研究
絵入り浄瑠璃本 ・絵入 り狂言本の挿絵から当時の舞台の様相 ・観客および読者の要
求を検討する。今年度は,特 に金平浄瑠璃を取り上げて考察 し,その成果の一部を 「
芸能の科学18」 に公表 した。(鎌 倉)









調 査 研 究
7.民 俗芸能における採 り物の研究(7年 計画の第4年 次)
民俗芸能を総合的な視野で把握することを目的とする。そのために,各種 目の構
造 ・技法分析の一環として,各 種芸能にさまざまな形で用いられている採 り物一 特
に扇一 の意義 ・種類 ・用途などに関する分析研究を行った。(中 村)
8.日 本舞踊における物真似の技法の研究











文化財の材質 ・構造 ・劣化に関する科学的研究ならびに文化財を取 り巻 く環境の研
究を行なっている。研究成果は修復披術部と共1醜d編集の機関蕗 「保存科学」により公
表され,文化財の指定 ・保存対策 ・修復処置の基礎資料として役立てられている。研










研究 している。文化財の材質,構 造を調査する方法として γ線 ・X線 ・紫外線 ・赤外


























調 査 研 究




































建造物彩色顔料(戸 隠神社本殿,毘 紗門堂など),考古遺物の彩色顔料(米 泉遺跡
























きていることが分かった。④福島県 うまや遺跡出土の和銅開称 を約20種分析 し,日本










調 査 研 究











現代の技法によって制作 された箔鍍金,消 し鍍金,電解メッキ,漆貼 り箔の試料の




トルコ共和国,カ マンーカレホユ ック遺跡出土の鋼,鉄 製品約40試料の化学組成を
1CP発光分光分析法で明らかにし,時代と化学細成の変遷 について考察 した。顕著な































日本画などの修理の際に ドウサが効かないため,し ばしば問題になる 「風邪引 き
紙」の原因について,微 生物学の立場から研究を行った。(新 井,受 託研究)
(3)染織文化財 ・染料
a.絵絹の劣化機構の解明




一部では繊維の切断も起こった。破断(引 張 り,破裂)試 験の結果,殺菌灯による劣
化処理では,短時間の処理で測定不能なほど強度が低下した。ブラックライト照射試

















結果,結 晶の発生は亜鉛を含む顔料(ベ ース,絵 具の増量材),油抜き技法,1950年
前後の作品などに多 く見 られた。また油彩画劣化研究の基礎資料として市販油絵具










ることを明らかに した。(三 浦,平 尾)




ブロンズ彫刻に発生 した白色績晶や腐食生成物,考 占遺物の鉄器,銅 器の腐食生成



















保護棟内の湿度が高 くなっていることを明らかにした。(三浦,青 木,川 野邊)







琉境にあることがわか り,徹や錆の新たな発生 も見られなかった。(三 浦,石 川)
(2}光・照明
文化財の展示に用いられている光源の分光特性や材料の紫外線透過特性について調
査 した。透明度の高いガラスは紫外線 も良く透過させるので,紫外線防護措置を施 し
た光源 との組合せでないと使用できないことが分かった。(三 浦,佐野)
(3)大気汚染
自動車交通量の激 しい都心の美術館,海 岸に隣接 した美術館 と日本家屋,当 研究所
記念室の合計4地 点,13ヵ所で二酸化窒素,二 酸化イオウ,塩化物イオン,硫酸イオ
ン,硝酸イオン濃度の年間継続測定 と銀,銅 板の暴露拭験 を行った。結果は測定因了・
一29一













下記の博物館,美術館,資 料館などの館内環境について,温 湿度,照 明,汚 染因子






















































新潟県守門村 旧目黒邸中庫,新 庫 ナミダタケ,オ イジウム菌
(重要文化財)ヤ マ トシロアリ
























組織 としては,文 化財を構成する主材料に合わせて3研 究窺からなっている。
第一修復技術研究室は,工 芸品,建造物など木材及び漆を主とする文化財の修復に
関する科学的,技 術的研究とその結果の公表を行っている。
第二修復技術研究室は,書 籍,考古資料,絵 画などを豹として繊維または,皮 革を
主材料とする文化財の修復に関する科学的,技 術的研究とその結果の公表を行って い
る。
第三修復技術研究室は,建造物 ・考古資料 ・美術L芸 品などの金属,石 材,そ の他
無機材質の文化財の修復に関する科学的,披 術的研究 とその結果の公表 を行って い
る。






















るが,江 戸時代以来の伝統は明確でないところがある。そこで,油 の割合,加 熱










来ていること,漉貴から湿紙を剥 して壁などに刷毛で張 り付け乾燥 したこと,
また測定値から換算 した嵩比重は,現代の手漉和紙に似ていて,打 ち紙加工はし
ていないと推測される点は,昨年に調査 した文書料紙 と同じであった。 しかし,
その内の1点 は,未解離の紙片の混入が観察される紙であり,最占の漉返し紙の
例 となる。さらに,泡が崩れたように見える箇所の解釈について,漉 あげた紙を
脱水プレスな しに直接乾燥面に張 り付けたとき,刷毛の動 きによって出来た形跡
との結論に達 した。なお,調査,測 定については昨年と同様,高 知県紙業拭験場
一33一





































































ど種々の トラブルが生 じること等が判明しつつある。(西 浦,川 野邊)
b.史跡称名寺の彩色の調査
60・61年に復元された平橋および太鼓橋の丹塗 りが急激な白色劣化を示 した
ため,そ の原因と対策に関 して,調査 と実験を行なった。原因は,屋外建造物に









析 し,その挙動を調べた。PEG処 理 したものを長期間低湿環境に置 くと長期に
渡って徐々に収縮 し,ついには割れが発生する現象が観察され,こ の原因がPE
Gの収縮にあることが示唆された。(西 浦,今 津)





調 査 研 究





・長二種類の波長の紫外線 とオゾンを用いて絵絹 を人工劣化させ,紫外 ・可視 ・
赤外領域での分光科学測定,NMR(核 磁気共鳴分析),走{査型電子顕微鏡などで,




















































調 査 研 究
擦管は,
①割れや欠失部分を新 しく鋳物で作 り,溶接 した。
②サ ンドブラス トをかけ錆を除去 した。
③エポキシ亜鉛塗料を3回 塗布











る方法について突験的に検討 し,CFCCに プレス トレス(テ ンション)を与えるこ
とに依ってかなりの補強効果があることが判った。(西 浦)
b.有機遺物の保存絡復に関する研兜





種の問題が解決される事が分かった。 また剥離 した漆塗膜の接着については,溶 剤に













くなった。 また,基 本機能であるサ クションテーブルの絵画 ・文書修復における効果




テーブルを試作,工 房で試用し成果 をあげた。その一つは,直 径65㎜の三角フラスコ























リーニング,ソ クスレー方式による脱塩処理 を行 なった。銅文についてはベンゾ トリ
アゾールによる錆の安定化処理およびインクララ ックの減圧含浸により強化処理を行
なった。鉄文については,新 しく開発 したチタネートシランによる嬢水処理後,ア ク
リル樹脂を減圧含浸強化 した。折損部分はエポキシ樹脂を使用 して復元を実施 した。


















































板碑は表面層の浮き上がり剥離および粉状化があ り,現地での チ備強化 とチ備接
蒋方法,作 業場に移 してか らの本接着,全 体強化,修 復 ノi71:について調査,指 導
一41一




よって破壊 された。この層塔の修復方法について調査 した結果,破 壊が甚だしく修復
は極めて困難と判断した。(西 浦)
d.川崎市,市文 ・六字名号塔
塔の全体含浸強化,欠 損部の充填整形,覆 屋の設置についての調査,指 導を行っ
た。(西 浦)
e.京都市,重 文 ・京都国立博物館本館,奈良市,重 文 ・奈良国立博物館本館
石造部材の劣化状態と,既修理箇所の経年変化について調査した。京博本館の凝石
修復箇所は劣化が著 しく,いずれ全面的に取り替えざるを得ないが,当 面,強化搬水








面で行っている。土中にシリコン樹脂を含浸 して土層 を固定 ・安定化させるというも

























庭術史関係を中心 とした図書 ・雑誌,調 査研究活動によって収集された各種研究資
料の整理 ・保管 ・閲覧を行っている。また,日 本 ・東洋古美術関係の文献目録の作成
とともに文献データベースの開発を行っている。各年分の文献 目録は日本美術年鑑に
掲載し,一定期間ごとに総合 ・増補し 「日本 ・東洋古美術文献 目録」として刊行して
いる。現在,昭和41年～60年分について編纂作業をすすめている。
写 真資料研 究室
研究用写真資料の作製,収 集,整理,保 管,閲 覧を行うとともに,各研究者の調査
研究活動に協力 して研究資料を撮影し,資料の充実につとめている。また,こ れに平







(1)デー タ生産 ・蓄積 ・利用の実態調査
本研究計画に関連して,科 学研究費総合研究(A)「美術史研究における基礎資料の
共有化 とデータベースの活用」(研究代表者 米倉迫夫)を,関 連諸機関の研究者を分
担者として組織 し(研究内容は下配参照),また 「博物館 ・美術館資料に閲する情報













研究分担者 鈴木廣之,島 尾 新,)tT一誠之輔,畏 岡龍作,須 藤弘敏(弘 前大学),







































文献データベースの構造,他 のフィール ドのデータベースとのリンクなど,シ ステ
ム ・イメージの概要を決定した。即ち,
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調 査 研 究
a.文献データベースのフィール ド構成
b.時代 ・地名 ・ジャンル ・主題 ・文献分類などのコー ド表の作成
c.他のデータフィールド.キーワード辞書作成のための基礎的条件の検討
d.c.に基づく具体的なファイル構成とリンクの方法の検討などを行い,検索用













a.対象文献1984～87年の定期円行物所 載文献 ・タイトル数約150・レコー ド数
約4000









の基本機能 とグラフィック機能とを組合せた操作性のたかいパ ッケージソフ トのメ
一46一










































科学研究費奨励研兜(A)「 八 ・九枇紀木彫像の再検肘一中国様式の受容と伝播 と
いう視点から一」により研究をすすめ(下記),当虚咳時代の木彫像及び比較作例 とし
て石像 ・金銅像について調査をおこなった。
○ 「八 ・九世紀木彫像のi写検討一中国様式の受容と伝播という視点から一」(奨 励
研究A)研 究代表者 長岡龍作
作品調査は,以 下の各像についておこなった。
(A)岡山県明王寺木造聖観音篤薩立像,奈 良県普Illl院木造十 一・面観音菩薩 、k像,滋













6.国 際 調 査 研 究











(1>平成2年1月 ～3月李最雄,李 雲鶴(と もに敦煙研究院保護研究所副所長)が
来日し,壁画の構成成分と劣化現象および修復材料に関する調査研究を行った。











(2)米国ス ミソニア ン研究機構 との共同研究
昭和63年5月16日に交わされた,文化庁大崎長官(当 時)と スミソニアン研究機構
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平成元年度はアメリカ側から,パ メラ・バンディバー,ポ ール ・ジェット,トム ・
チェイスが来日し,縄文土器,鍍 金試料についての共同研究 を日本側研究者と行 っ
た。日本側からは,佐原真,沢田正昭,金 チ裕之,村 上隆(以 上奈良国立文化財研究
所),浅 井和春(東 京国立博物館),平 尾良光が渡米し共同研究 を行なった。
7.主 要研究業績
①:1精 ・編書 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究発表
⑤:講1寅・放送 ⑥:そ の他 平成1.4～平成2.3
美 術 部
関 口 正 之(美 術部艮)
① 読本 「釈迦御一一代記図会」の仏伝図(北斎画)に ついて
r日本絵画史の研究」吉川弘文館
③ 仏眼仏母図 「国華」1127
③ 法華堂根本曼陀縄(釈 迦霊鷲山説法図)「 国華」1128
③ 大阪 ・長宝寺蔵仏浬繋図 「美術研究」347
④ 仏伝図表現の変容 一 「釈迦御 一代紀図会」について一
発術部 ・情報資料部公開学術講座
⑥ 二つの壁画一法隆芋 飛鳥白鳳の秘宝2-NHK教 育TV
三 宅 久 雄(第 一研究室畏)































山 根 有 三 先 生 古 稀 記 念 会 編 「日本絵 画 史 の研 究 」 吉 川 弘 文 館1989.10
長 谷 川 等 伯 「松 林 図 」 等作 品 解 説
「日本 美 を語 る」 巻8一 多 彩 な る墨 趣 一 ぎ ょうせ い1989.9
ScreenPaintingandKatisho:TheMilieuofJapanesePaintingI,II
DepartmentofEastAsianLanguagesandCultures,ColumbiaUniversity1990.2,3
上 稔(第 一 研 究 室)
千 の手 の 功 徳 「仏像 を旅 す る 奥 羽 線 」 至 文 堂1.4
仏像 の姿 さ まざ ま 「仏像 を旅 す る 山陰 線 」 至 文 堂1.6
明徳 寺 ・江 国寺 ・西 教 寺 聖 観音 像 をめ ぐ って 美 術 部 ・情 報 資 料 部研 究 会1.7
藤 道 信(第 二 研 究 室)
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講 談 社1.9
日本 美 術 院 百年 史 第1巻1.4
「美 術研 究 」345
「Lotus」102.3

































































⑥復曲能 「武文」(再 演)演 出補佐 国立能楽堂特別企画公演1.8
⑥復曲猛言 「竹松」演出 国立能楽堂研究公演1.12
謙 倉 惑 子(主 任研究官)




廣 瀬 美 郁(演 劇研究室)
①醍醐寺の密教法会と建築空間に関する総合的研究(共 同執筆)
科学研究費研究成果報告書1.3








③雅楽概説 小野亮哉監修 ・東儀信太郎代表執筆 『雅楽辞典』音楽之友社1.6
③琵琶と三絃 国立劇場第五十七回邦楽公演解説書1.6
③ 日本の雅楽 「陵王」(「耳による日本の音楽 ・アジアの音楽」のうち)
岩波講座 「日本の1子楽アジアの音楽」別巻1/付 録1.9
③能楽 「獅子」,長唄 「勧進帳」,琴 占流尺八本曲 「巣鶴鈴慕」(「 耳による日本の
膏楽 ・アジアの音楽」のうち)



































「郎 楽 と鐸踊 」466--4771,4～2.3






「芸 能 の科 学 」182.3
水橋 消 防記 念 圖2.6
い しぶ み の会2.9
「挿 花 」2.2-9
」
L保 存 科 学 部
主要研究業績










②鉄砲玉の化学的分析を通 した一視点(田 口,津金沢,平 尾と共著)
「財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団 研究紀要」72.3
③大理石彫刻の科学的鑑定法(翻 訳)「 サイエンス」81.8
平 尾 良 光(化 学研究室長)







「有馬遺跡1奈 良 ・平安時代編 大久保B遺 跡
一 関東自動車道(新 潟線)地域埋蔵文化財発掘調査報告書第26集」1 .8
②串木野地区に分布する石英 ・方解石脈中の金 ・銀および希土類元素




調 査 研 究






②新設脱塩装置について(青 木,門倉,犬 竹と共著)「 保存科学」292.3
② 可成寺金銅筒脛当の保存修復研究(青 木と共著)「 保存科学」292.3
③掛川市深谷遺跡出土金属製品の保存修復研究(青 木と共軒)「 保存科学」292,3
































佐 野 千 絵(物 理研究室員)













































②新設脱塩装置について(青木,平 尾,犬 竹と共著)「 保存科学」292.3
文部省科学研究費重点領域研究
「文化財保存における大気環境の影響評価 代表者 柏木 希介」
「人聞環境系研究広報,昭和63年度研究成果報告」2.3





































中 里 寿 克
②米泉遺跡出土陶胎漆器及び藍胎漆器
④金色堂巻柱について
















'F成元 年度 指 定 文化 財 修 理 披 術 者 講 習 会1 .11
⑤ 史料 の 保 存 科 学 埼E県 文 書 館研 修 会2.3
⑥ 保 存 科 学 講 義 東 京 農 工 大 学1.8
⑥ 〔資 料 〕紙 本の 漂 白 一 そ の 簡 単 な化 学 と作 業i二穐1Ⅲ)マ ガ レ ッ ト ヘ イ著
く 英 文和 訳 〉,占 文化 財 の 科 学,第34号1.12
川 野 邊 渉
① 前 近 代 の 銅'r-_a遺跡 に 関す る 基礎 的 研 究 ぢ占学 と 自然 科 学212.3
① 遺 跡 探 査 法 の 再検 討 彦占学 と 自然 科 学212.3
⑤ 文 化 財 に お け る イf機化 学 の 役 割 博 物 館 ・築術 館 等;保存 担 当学 芸 員研 修1.7
⑤ 文 化 財 の 保 存(劣 化 皿)文 化 庁指 定 文 化財 展 示 取 扱 講 習 会1.11
青 木 繁 夫(弟 三 悠復 披 術 研 究 室 長)
② 国 指 定 史跡 三殿 台 佐 居 跡 保 護 棟 内 の 温湿 度 環境({浦 等 と共 箸)
「保 存 科 学 」292.3
② 新 設 脱塩 装 置 につ いて('F16等と11・)「 保 存 科 学 」292.3
② 町城 寺 金 銅筒 脛 当の 保 存 修 復研 究(14尾 とtl・)「 保 存 科 学 」292.3






主要 研 究 業 績
⑤ 金属 文化 財 の保 存 修 復 博 物 館 等 保 存担 当 学芸 員研 修1.8
⑤ 考 「量f・民 俗 資料 の修 理 歴 史民 俗 資 料 館 等 専 門 職 員研 修 会1.11






(2)出上 水 浸 木 材 の保 存処 理 後 の安 定 性 〔第2報 〕:環 境 湿 度 変 化 に よる寸 法 変 化)
(今・津 と共 著)「 イ呆イf:不:;.・t.」292.3
(2)敦煉 莫 高 窟 に お け る気 象観 測(1);1988年春 の温 度 ・湿 度 変 化 に つ い て
(三浦,李,張 と共 著)「 保 存 科 学 」292.3
③ η 造 文化 財 の 劣化 と保 存,修 復 「文化 財 の虫 菌 害 」171.7
③ 屋 外 石 造 文 化 財 の 劣 化 と保 存 「マ テ リアル ラ イフ 」1-21.9
ω 出 土 水 浸 木 材 の 保 存 処 理 後 の 寸法 変化 に関 す る実 験 的 研 究(今 津 と共 同)
第11回古 文 化 財 科 学研 究 会 講演 会大 会1.5
(!!)ANewMethodfortheConservationofRockReliefs
WFEOTechnicalCongress'89inPrague1.9
⑤ 屋 外 石 造 文 化 財 の 保 存 に つ い て
(社)日 本 工 業技 術 振 興 協 会Polymers-in-Concrete部会1.4
⑤ 海 外 にお け る石 造 文化 財 の保 存 につ い て
埋 蔵 文 化 財 発掘 技 術者 専 門研 修 「保 存 科 学 過 程 」1.6
⑤ 文 化 財 の 保 存(劣 化 皿:木,金 属,石 の 劣 化)
文化 庁 指 定 文 化 財 展 示 取扱 講 習 会1.7
⑤ 石 造 文化 財 の 修復 博物 館,美 術 館 等 保 存 担 当 者研 修1.8
(5)ConservationofStoneObjectsinJapan;SomeNewTechniques
チ ェ コ国 立 文 化財 研 究 所1.9
⑤ 石 造 文 化 財 の保 存 と修 復 群 馬 り,いン:歴史 博 物館 講演 会1.10




情 報 資 料 部
鶴 田 武 良(情 報資料部長)
③文化 ・美術の項 「中国年鑑」1989年版 中国研究所1989.5
⑥雲岡石窟の補強と保獲(翻 訳)中 国石窟 ・雲岡石窟1平 凡社1989.4
米 倉 迫 夫(文 献資料研究室長)





④日本美術におけるカタロギングの歴史 科研 「プロ トコルの研究」発表
東京国立博物館19892,15
⑥ もう少 し 人を,お 金を一美術情報利用環境の現状 とその将来一
アー ト・ドキュメンテーション通僧 第4号19901,25
島 尾 新(文 献資料研究電員)
②十五世紀における中国絵画趣味 「MUSTUM」463198910,1
②絵画作品リス ト処理に関する基礎的な問題 「美とかたち」
中森義宗 ・t:村保 ∫・編 東信堂198912.25
④対角線構図論一絵画のシンタックスー
東京国立文化財研究所総合研究会19895.8
④雪舟の虚1象と震像一画家 イメージの形成一 東京国立文化財研究所美術部 ・情報
資料部公開学術講座 国、凱西洋美術館198912.2
④ 日本の禅宗美術 仏教美術の会19903.24
井 手 口之輔(写 真資料研究室員)
④美術史研究における画像処理の応用へむけて
美術部 ・情報資料部合同研究会19894.12

































































一謡曲 「善知鳥」から上方落請 「片袖」一まで 三 村 昌 義
金平浄瑠璃小考一正本の挿絵 を中心にして一 鎌 倉 恵 子
義太夫節 「一谷徽軍記」の段構成と 「林住家の段」の膏楽 蒲 生 郷 昭
舞踊 「{鬼偶師」における物真似の発想と展開 丸 茂 美恵子
悔過法要の形式一成立と展開一その一 佐 藤 道 子






三浦 定俊 ・西浦 忠輝 ・李 実 ・張 押 軍
国指定史跡三殿台住居跡保護棟内の温湿度環境
三浦 定俊 ・川野邊 渉 ・青木 繁夫 ・今井 康博
自記分光放射計を用いた展示用光源と材料の分光特性測定
三浦 定俊 ・佐野 千絵
紙質類文化財の保存に関する微生物学的研究(第9報)
新井 英夫 ・松村 典孝 ・村北 宏之
MOA美 術館所蔵の黄銅製 「王と王妃」像の調査
一三浦 定俊 ・平尾 良光 ・田中 千秋 ・鯨井 秀伸
ICP分析法による銅製考占学的資料分析の基礎的研究




定量 野津 憲二 ・平尾 良光
出土水浸木材の保存処理後の安定性 〔第2報〕
一環境湿度変化による寸法変化(2)一 西浦 忠輝 ・今津 節生
新設脱塩装置について 青木 繁夫 ・平尾 良光 ・門倉 武夫 ・犬竹 和
可成寺金銅筒脛当の保存修復研究(受 託研究報告 第63号)
青木 繁夫 ・平尾 良光
掛川深谷遺跡出土金属製品の保存修復研究(受 託研究報告 第64号)
冑木 繁夫 ・平尾 良光






主 催 東京国立文化財研究所 ・茨城県近代庭術館
開催日数38日
入場者数16,476人
陳列点数 油彩 ・パステル65点,木炭デ ッサン50点,写生帖17冊,書簡3点,
日記5冊,参 考資料若1・
図 録A4判 変型,196頁,原色図版071'1,単色図版20頁




















4.夏 期 学 術 講 座
芸能部
夏期学術講座














24日から27日までの4日 間にわたり実施 した。受講者は東京芸術大学,東 京大学,
お茶の水女子大学,国 学院大学,国 立音楽大学,武 蔵野音楽大学,立 教大学,実践女













演技空間の拡が り一野外能,劇 場能,新 設能楽堂等一

















保存科学概論 保存科学部長 馬 淵 久 夫
保存修復概論 僻復披術部長 伊 原 恵 司
第二修復技術厨究室畏 増 田 勝 彦
8月22日(火)
文化財の分析化学 化学研究室長 平 尾 良 光
































新 井 英 夫
第一修復技術研究室長 中 里 寿 克
保存科学部主任研究官 石 川 陸 郎
東京芸術大学教授 杉 下 龍一郎
物理研究室長{浦 定 俊
冠 浦 定 俊
保存科学部主任研究官 門 倉 武 夫
門 倉 武 夫
石 川 陸 郎
石 川 陸 郎
修復技術部主任研究官 西 浦 忠 輝
第三修復技術研究室長 青 木 繁 夫
増 田 勝 彦






























平 成 元 年10月4!1～6日
国 立 西 洋 美 術 館
(題名 お よ び 発 表 者)
10月4日(水)
【セ ッ シ ョ ン1】
1.TheHistoryofandProspectsfortheConservationofMetalsinI:urc》pe
(ヨ ー ロ ッ パ に お け る 金 属 遺 物 の 歴 史 お よ び 保 存 の 展 望)
大 英 博 物 館W・A・ オ デ イ ー
2.ChangesintheConservationTreatmentofExcavatedIronObjectsinJapan
(日本 に お け る 出 土 鉄 器 修 復 処 置 の 変 遷)東51(国 凱 文化 財 研 究 所 樋 口 清 治
【セ ッ シ ョ ンn】
3.Structure,Composition,andDeteriorationofUnearthedIronObjects
(埋蔵 鉄 製 品 の 構 造 、 組 成 お よ び そ の 劣 化)マ ンチ ェ ス ター 大 学S・ タ ー グ ー ス
4.SurfaceChemistryofFeOOHMicrocrysla且s






(低圧 プ ラ ズ マ 処 理 法 に よ る 考 古 金 属 遺 物 の 修 復 に 関 す る 新 し い 変 遷 と 現 状)
ミ ュ ン ヘ ン 大 学S・ ヴ ェ プ レ ッ ク
6.StabilizationofArchaeologicalIron
(f45:.#:鉄製 品 の 安 定 化)東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 青 木 繁 夫
7.DesaltingofIronObjectsFoundinInlandareabyLiOHMethod
(水酸 化 リ チ ウ ム 法 に よ る 内 陸 地 域 出 土 の 鉄 製 遺 物 の 脱 塩 処 理)
奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所 肥 塚 隆 保
【セ ッ シ ョ ン 皿 】
8.ChemicalCompositionofPatinaBronzeObjects
(青銅 製 品 の 錆 と化 学 組 成)東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 平 尾 良 光
9.AStudyonMethodsforDeterminingtheEfficiencyofDechlorinationofBronze
(青鋼 製 品 の 脱 塩 効 果 判 定 法 の 研 究)復 旦 大 学 楊 植 震
【セ ッ シ ョ ンIV】
10.TheInhibitionofSilverTarnishing
(銀の 変 色 防 止 法)ブ イ ラ デ ル フ ィ ア 美 術 館A・ リ ン ス
11.ANewTreatmentforSilverware
(銀製 品 の 新 し い 処 理 法)上 海 博 物 館 祝 鴻 萢
12.SomethoughtsontheTreatmentofAncientSilver
(古代 銀 製 品 の 処 理 に 関 す る 考 察)ブ リ ア 美 術 館P・ ジ ェ ッ ト
【セ ッ シ ョ ンV】
13.TheConservationofBronzeBellsDotaku
‐AnExampleofSakuragaoka-Dotaku‐





(韓国玉 田M3古 墳 か ら発 掘 され た 考 古 遺 物 の修 復)湖 巖 美術 館 李 午 烹
15.ANewTechniqeforRemovalofCorrosionproductsonGildedCopperAlloy
Artifacts
(金銅 製 遺 物 に関 す る腐 食 生 成物 の 除 去 の 新 しい 方 法)
奈 良 国 立 文化 財 研 究所 沢 田 正 昭
16.TheCorrosionofMetalObjectsinStorageandonDisplay
















上智大学アジア文化研兜所客蝕教授 千 原 大五郎
(4)建造物修理に係る保存科学的緒問題
文化庁文化財保護部廼造物課主任文化財調査官 村 上 訓 一
(5)日光社寺建造物の生物学的訓査













lll梨絵Xf一 ア メリカ合衆国 スミソニ アン研 究機構博物館,
研究所にお ける研究打ち合わせ
1.3.3Q-1.4.8外 国 旅 獲
伊原 惑司 中華人民共和国 敦煉文化財保存修復に関する調
査研究
1.4.8--1.4.?1〃
西浦 忠輝 〃 〃 〃 〃
門倉 武夫 アメリカ合衆国 屋外環境におけるブロンズ彫刻
の保存に関する研究集会に出席
1.7.7-1.7.20研 修
'四る 良光 〃 東 アジア文化財 とその原料につ
いて の鉛 同位 体 分析 の デー タ
ベース作成
1.8.23-1.9.22科学研究費




西浦 忠輝 ベ ル ギ ー,チ ェ












伊原 恵司 中華人民共和国 敦煤文化財保存に関する調査 1.11.16-1.12.1科学研究費
増田 勝彦 〃 〃 〃 〃
西浦 忠輝 〃 〃 〃 〃
輔 定俊 〃 〃 ウ 外 国 旅 費
一73一
事 業
井手誠之輔 台 湾 国立故宮博物院所蔵の中国絵画
に関する訓査研究
1.11.17--1.11.24研 修
鶴田 武良 中華人民共和国 近代中国絵画史に関する調査 1.12.5-1.12.24〃
鈴木 廣之 アメリカ合衆国
イギ リス他




増田 勝彦 タ イ タイ国立博物館において紙製文
化財の保存に閲する研絡を実施
2.1.16-2.2.9先 方 負 担
(ユネ ス コ)
井上 一稔 アメリカ介衆国 米国所蔵日本美術作品の胴査 2.2.13-2.2.28研 條
島尾 新 〃 〃 ウ 〃
井手誠之輔 ウ 〃 〃 〃










年 月 日 国 名 所 嘱 ・ 氏 名
1.5.22 ベ ト ナ ム ハノイ大学教授
PhanHuyLE
s.21 ボ リ ビ ア ポリヴ ィア文化協会会長
テ レサ ・ヒ スベ ル ト
8.24 中 国 上海同済大学助教授
魯 展 海
10.20 イ タ リ ア 「L'Espresso」紙 在 米 通信 員
マ ウ ロ ・カ ラマ ン ドレイ
11.7 中 国 復旦大学訪日団
湯 綱 団長他3名
11.17 韓 国 韓国文化財管理担当官訪日団
南 相 浩 団長他26名
12.6 中 国 陳西省文物保護視察団
陳 全 方 団長他3名
`L.1.19 モ ン ゴ ル 文化省附属文化・芸術研究所長
ソ ノ ミン ・ル プ サ ン ワ ンダ ン
1.29 韓 国 湖巖美術館保存科学研究室
金 寿 起
2.6 ト ン ガ 教育省管理部首席教育官
ヒエ ラケ パ ・ツナ カ イ マ ヌ
3.28 タ イ タイ国教育省事務次官官房外事部長
ポ ー ンニ パ ・ソ ムパパ ヨ ム
タイ国教育省外事部国際機関係長







氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者
ポ ー ル ・















































伊 原 恵 司
李 雲 鶴 〃 〃 〃 〃 〃







馬 淵 久 夫
韓 偉 〃 〃 〃 〃 〃








伊 原 恵 司
段 修 業 〃 同 館員 〃 〃 〃




氏 名 役 職 招へい期閏 共同研究課題 研究代表者






















日本 ・東洋古迩術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の全般にわたる研究書を中心
に,関 連図書,各 種叢轡:,辞典類など和漢書(39.593),洋書(4,051),菖†43,644冊
のほか,各 都道府県市町村教育委員会編集の文化財関係報告書,美 術関係雑誌,紀 要
類,売 立 目録,展 覧会 目録などを所蔵 し,所内及び所外の研究者の利用に供 して
いる。
芸能関係図書
雅楽 ・寺事 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・民俗芸能 ・寄席芸,そ の他わが国の伝統
芸能の研究 に必要な図書8,630冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報(第1次)・テア
トロ(第1次)・新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅と伝説な








美 術 関 係 芸 能 関 係 保存科学・修復技術関係 計
和漢書 洋 轡 和漢魯 洋 書 和漢書 洋 書












り一貫 して力を注いできな写真資料を有する。それらは日本東洋古美術,日 本近代 ・
現代美術,西 洋美術の全域にわたり,それぞれ絵画,書 蹟,彫 刻.工 芸,建 築等の諸
部門に及ぶ。特別大型のものから小型の ものまで総数凡そ26万点,原 板保有量はほぼ
3分の1に あたり,別 にマイクロ ・フィルム255巻がある。写真資料のほか,拓 本,
作家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作晶資料,資 料スクラ ップ等
と,図書カード,図版カー ド,各種索引類など多数。
芸能関係資料
レコー ド・録音テープ ・写真等による芸能資料を数多く備えている。レコー ドに
は,毎 年各社か ら発売される伝統芸能関係 レコー ドのほか,昭 和35年度文部省機関
研究費によって購人 した安原コレクションレコー ド5.450枚が含 まれている。安原
コレクションは,明治 ・大正 ・昭和三代にわたって発売された各種邦楽レコー ドを網
羅 したもので,近 代における邦楽の実態と変遷を知るt-.で貰重な資料である。録膏
テープ及び写真は,雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・,y:院行事 ・民俗芸能その他の伝
統芸能を対象に記録してきたもので,奏 演法の解析を中心とした写真 ・テープ,あ る
いは各種文書の記録写真等 も含んでいる。穐別による所蔵数は次のとおりである。
区 分 レコ ー ド
録 音 テ ー プ シ ネ フ ィ ル ム ビ デ オ
テ ー プ従来方式 PCMノ∫式 3mm 16mm
元 年 度 8本 24本 54本 0本 0本 23本











本研究所情報資料部の図書写真及び各種研究資料は,主 として研究者 ・学者 ・美術
関係専攻の学生等の利用に供 している。年間の閲覧者数は,約313名である。
_79_
V【.関 係 法 規
























































































に係る文献資料その他の資料(写 真資料を除く)の作成,収 集,整 理,保 管,公
表,閲 覧及び調査研究を行う。
3.写真資料研究室においては,第118条第1号 から第4号 までに掲げる各部の所掌




発 行所 東 東 国 ウ:文化 財 研 究 所
.〒llO東 ヌ;(都台 東 区t一野1:園13-27
電1}舌(3823)2241({℃表)
」
本 文 中 に誤 りが あ り ま し た の で 下 記 の よ う に 訂 正 下 さ い。
一
ペ ージ 行 誤 正
P7 31調査研 究員(非)広 瀬 美都 調査 員(非)広 瀬美 蔀
P7 33調査研 究 員(非)丸 茂 美恵子 調査 員(非)丸 茂美 恵 子
P7 35調査研 究 員(非)三 村 昌義 調査 員(非)三 村 昌義
P8 10調 査 研 究 員(非)山 野:. 調査 員(非)山 野 島次
p28 ZO ..加 わ っ た も の で わ ..加 わ っ た も の で あ
p37 101...X線 回 分 析 を う予 定 X線 分析 を行 う予 定
p56 23 (..,張 △ 軍 と 共 著) (..,張{黒 軍 と 共 著)
p59 2 ⑤ セ ミナ ーの 文 化 財展 示.. ⑤ セ ミナ ー 文 化 財 の2示
p60 18① 前近 代 の銅生産 遺 跡 ②前 近 代 の銅 生産遺 跡
p60 19①遺跡探査法の再検討 ②遺跡探査法の再検討
